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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像カメラと、上面に資料載置面を形成した装置本体と、前記撮像カメラを先端部に取
り付けて、前記装置本体の側部に回動可能に支持された撮像カメラ支柱と、該撮像カメラ
支柱に回動可能に支持され、先端部に照明ランプ室を取り付けた照明ランプ支柱とからな
り、
前記撮像カメラ支柱に突条を設け、撮像カメラ支柱を起立方向に回動したとき突条が前記
照明ランプ支柱に当接して照明ランプ支柱が撮像カメラ支柱に連動して回動し、
前記照明ランプ支柱の先端部に直角屈曲部を一体形成し、
撮像カメラ支柱及びこれに連動して照明ランプ支柱を共にセットアップ位置に回動させた
とき、照明ランプ光が資料載置面の中心部を照明するように前記資料載置面の略真上に位
置する前記撮像カメラに対して、前記照明ランプ室は前記装置本体の正面から見て後側で
かつ撮像カメラよりも低い位置となるとともに、前記装置本体の正面から見て、前記照明
ランプ室の照明窓の手前側が後側よりも高い位置となるように、前記直角屈曲部に照明ラ
ンプ室を形成したことを特徴とする資料提示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装置本体の上面の資料載置面に載置した資料の撮像画像を、モニターやスク
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リーン等に表示させる資料提示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　資料提示装置には、装置本体に撮像カメラ支柱及び照明ランプ支柱を共に回動可能に設
けたものがある。この資料提示装置では、回動して起立したセットアップ位置の撮像カメ
ラ支柱に取り付けられた撮像カメラは、資料載置面の略真上に位置する。このとき、照明
ランプ支柱に取り付けた照明ランプ室は、装置本体の正面から見て撮像カメラの前後の何
れか又は側部に位置する。
【０００３】
　しかしながら、照明ランプ支柱を一個とし、一個の照明ランプ室を取り付けた場合には
、使用上照明ランプ室は、資料載置面の略真上に位置する撮像カメラに対して、装置本体
の正面から見て後側でかつ撮像カメラよりも低い位置となり、装置本体の正面から見て、
照明ランプ室の照明窓の手前側が後側よりも高い位置となるようにするのが望ましい。
【特許文献１】なし
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記した点に鑑みてなされたもので、照明ランプ支柱を一個とし、一個の照
明ランプ室を取り付け場合に、使用上照明ランプ室を最適な形態にした資料提示装置を提
供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記問題点を解決するための請求項１に記載の資料提示装置は、撮像カメラと、上面に
資料載置面を形成した装置本体と、前記撮像カメラを先端部に取り付けて、前記装置本体
の側部に回動可能に支持された撮像カメラ支柱と、該撮像カメラ支柱に回動可能に支持さ
れ、先端部に照明ランプ室を取り付けた照明ランプ支柱とからなり、
前記撮像カメラ支柱に突条を設け、撮像カメラ支柱を起立方向に回動したとき突条が前記
照明ランプ支柱に当接して照明ランプ支柱が撮像カメラ支柱に連動して回動し、
前記照明ランプ支柱の先端部に直角屈曲部を一体形成し、
撮像カメラ支柱及びこれに連動して照明ランプ支柱を共にセットアップ位置に回動させた
とき、照明ランプ光が資料載置面の中心部を照明するように前記資料載置面の略真上に位
置する前記撮像カメラに対して、前記照明ランプ室は前記装置本体の正面から見て後側で
かつ撮像カメラよりも低い位置となるとともに、前記装置本体の正面から見て、前記照明
ランプ室の照明窓の手前側が後側よりも高い位置となるように、前記直角屈曲部に照明ラ
ンプ室を形成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　請求項１に記載の資料提示装置によれば、共にセットアップ位置に回動させたとき、照
明ランプ室が資料載置面の略真上に位置する撮像カメラに対して、装置本体の正面から見
て後側でかつ撮像カメラよりも低い位置となるから、照明ランプ室が使用者の資料載置面
の資料に対する視覚の邪魔になることがない。また、装置本体の正面から見て、照明ラン
プ室の照明窓の手前側が、後側よりも高い位置となるから、照明ランプ光が資料載置面の
中央部を指向するとともに、照明窓が視聴者に入らないから眩しさを感じることがない。
従って、照明ランプ支柱を一個とし、一個の照明ランプ室を取り付けた場合に、使用上照
明ランプ室を最適な形態にした資料提示装置を提供できる。
【実施例】
【０００７】
　本発明の実施例について図面を参照して説明する。図１は、実施例に係る資料提示装置
１のセットアップ形態の斜視図、図２は収納形態の斜視図である。資料提示装置１は、装
置本体２、撮像カメラ３、撮像カメラ支柱４、照明ランプ５及び照明ランプ支柱６等から
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構成されている。
【０００８】
装置本体２は、平面形状が矩形であって上面に資料載置面１１が形成されている。左側面
の後端の隅角部に、撮像カメラ支柱４を傾倒した収納位置と、起立したセットアップ位置
に回動させる回動軸支部１２が配設されている。さらに、装置本体２には、回動軸支部１
２の対角位置に、手前側に突出する操作パネル部１３が形成されている。操作パネル部１
３の上面には、オートフォーカスボタンを組み込んだズーミングダイヤル１４、各種操作
ボタン１５及び液晶パネル１６が配設されている。
【０００９】
図３に示すように回動軸支部１２は、装置本体２に固定した支柱保持ブラケット１８に回
動軸中心部２０を嵌挿し、支柱保持ブラケット１８から突出する回動軸中心部２０の軸端
部２４に皿バネ２６とワッシャ２７を嵌め、該軸端部２４の外周に設けられた雄ネジ２５
に螺合する締め付けナット２８により支柱保持ブラケット１８に締め付けたものである。
そして、回動中心軸部２０の他端部には、一方向クラッチ２２を内蔵した支柱用回動軸２
３が嵌挿されている。また、回動中心軸部２０の中心には、回動中心軸１９が嵌挿され、
その一端が軸ホルダ１７で支柱保持ブラケット１８に保持されている。
【００１０】
上記回動軸支部１２においては、締め付けナット２８の締め付けにより皿バネ２６が撓ん
でワッシャ２７と回動軸中心部２０の鍔部２１とが支柱保持ブラケット１８に締め付けら
れる。この締め付けにより、ワッシャ２７と支柱保持ブラケット１８の間及び回動軸中心
部２０のフランジ２１と支柱保持ブラケット１８の間に所定のブレーキ力が作用し、回動
中心軸部２０が支柱保持ブラケット１８に対して回動できる。
【００１１】
上記撮像カメラ支柱４は、回動支柱３１とスライド支柱３３とから構成されている。回動
支柱３１は、支柱カバー３２ａ，３２ｂから形成され、上記支柱用回動軸２３に締着され
ている。スライド支柱３３は、支柱カバー３４ａ，３４ｂとから形成され、回動支柱３１
の先端開口３１ａからスライド可能に挿入されている。さらに、図４及び図５に示すよう
に回動支柱３１の内部には、スライド支柱３３をスライドさせるスライド機構３５が組み
込まれている。スライド機構３５は、ベルト回転伝動部３６、ギヤラック部４６及びスラ
イダ４９とから構成されている。
【００１２】
ベルト回転伝動部３６は、大径ギヤ３７と小径ギヤ３８に歯付ベルト３９を巻回したもの
である。大径ギヤ３７は、回動支柱３１を貫通する回動中心軸１９に挿通したギヤ軸支部
４０に回転自在に嵌挿されている。ギヤ支持軸部４０には、フランジ４１が一体形成され
ている。小径ギヤ３８は、支柱カバー３２ａに設けたギヤ軸４２に回転自在に軸支されて
いる。
【００１３】
さらに、ギヤ軸支部４０にはワッシャ４３、波ワッシャ４４及び押さえ板４５が挿通され
、該押さえ板４５をギヤ支持軸部４０のフランジ４１に締着して波ワッシャ４４を撓ませ
、大径ギヤ３７に対して所定のブレーキ力を作用させている。これにより、大径ギヤ３７
とギヤ軸支部４０が相対回転できるようになっている。前記ギヤ軸４２に回転自在に嵌挿
された小径ギヤ３８には、ギヤラック部４６のギヤ４７が同軸で取り付けられている。ギ
ヤラック部４６のラック４８は、後述するスライダ４９に取り付けられている。
【００１４】
　また、前記支柱カバー３２ａにはレールホルダ５０が固定されている。レールホルダ５
０には、スライダ４９を案内するガイドレール５１が取り付けられている。スライダ４９
は、ガイドレール５１に案内されて回動支柱３１の長手方向に沿ってスライドする。該ス
ライダ４９は、前記スライド支柱３３の支柱カバー３４ａの基端部に形成した連結部５２
にスライダホルダ５３を介して連結されている。該連結部５２には、前記ギヤラック部４
６のラック４８が取り付けられ、ギヤ４７と噛み合っている。
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【００１５】
　スライド支柱３３の先端部には、直角屈曲部５４が一体形成されている。直角屈曲部５
４の先端には、図示しない水平回動軸部が設けられていて、撮像カメラ３を取り付けたカ
メラ支持部５５が回動可能に取り付けられている。該カメラ支持部５５は、撮像用カメラ
支柱４が起立するセットアップ位置で装置本体２の上面の資料載置面１１の上部に臨み、
自動的に撮像カメラ３を所定の位置にセットアップさせるようになっている。
【００１６】
　図６に示すように前記回動支柱３１の側部には、軸部５６により照明ランプ支柱６が回
動自在に取り付けられている。照明ランプ支柱６は、支柱カバー５７ａ，５７ｂから形成
されている。軸部５６は、支柱カバー５７ａに固定した軸支板５８に軸支されている。軸
部５６には、スペーサ５９、軸カバー６０、スペーサ６１、波ワッシャ６２がこの順で挿
通されている。軸部５６の軸端は、回動支柱３１の支柱カバー３２ｂの内部に固定した押
さえ板６３に締着されている。これにより波ワッシャ６２が押圧され、回動支柱３１と照
明ランプ支柱６の相対回動に対して所定のブレーキ力が作用し、照明ランプ支柱６を任意
の回動角度に保持できるフリーストップ機能が付与されている。
【００１７】
また、図７に示すように照明ランプ支柱６は、回動支柱３１の支柱カバー３２ｂの側部に
設けた突条６４に当接して押され、回動支柱３１に連動して回動して起立する。照明ラン
プ支柱６の先端部には、直角屈曲部６５が一体形成されている。該直角屈曲部６５には、
照明ランプ室６６が形成されている。照明ランプ室６６は、撮像用カメラ支柱４が起立す
るセットアップ位置では、装置本体２の正面から見て、セットアップした撮像カメラ３の
後側（起立回動方向側）の少し低い位置で装置本体２の上面の資料載置面１１の上部に臨
むようになっている。このため、照明ランプ光が資料載置面１１の中心部を照明するよう
に、照明ランプ室６６の照明窓６７は、手前側６７ａが後ろ側６７ｂよりも高くなるよう
に傾斜させて形成されている（図８）。
【００１８】
　さらに図９に示すように、前記装置本体２内には、回動支柱３１の回動軸中心部２０に
隣り合わせて、回動支柱３１のロック機構６８が配設されている。ロック機構６８は、回
動支柱３２が回動して傾倒した収納位置に保持するものである。ロック機構６８は、操作
ダイヤル６９、作動部材７０、係合部材７１及びロックピン７２とから構成されている。
操作ダイヤル６９はブラケット７３に設けた垂直軸７４に所定回動角度間を回動自在に軸
支され、装置本体２の上面に現れている。
【００１９】
操作ダイヤル６９の下面には、係合切欠７５が形成されている。該係合切欠７５には、作
動部材７０の係合片７６が係入され、操作ダイヤル６９の回動操作により、作動部材７０
を往復移動させる。作動部材７０は、ブラケット７３に設けたガイド（図示せず）に案内
されている。作動部材７０には、係合切欠７７が形成されている。該係合切欠７７には、
ロックピン７２に固定した連動片７８が係合している。
【００２０】
ロックピン７２は、前記作動部材７０の移動方向と平行に移動するように、ブラケット７
９に設けた軸支片７９ａ，７９ｂ間に軸支されている。ロックピン７２は、操作ダイヤル
６９を回動操作すると、移動する作動部材７０に連動して装置本体２の側部から突出させ
た先端部を、収納形態となったとき対応する回動支柱３１のロック孔８０に挿通してロッ
クする。
【００２１】
尚、上記した実施例の回動軸支部１２、軸ホルダ１７、回動中心軸１９、回動軸中心部２
０、一方向クラッチ２２、支柱用回動軸２３、軸部５６は何れも中空であり、押さえ板４
５，６３は中心に挿通孔を設けて、電気的接続を確保するためのワイヤハーネスを挿通で
きるようになっている。
【００２２】
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前記装置本体２内には、操作パネル部１３の各種操作ボタン１５等の操作に基づいて、所
定の制御を行う制御ユニット（図示しない）が配設されている。また、制御ユニットと撮
像カメラ３の制御回路ユニット（図示せず）等の電気的接続は、何れも中空の回動軸支部
１２、回動中心軸１９、一方向クラッチ２２等に順次挿通するとともに、回動支柱３１、
スライド支柱３５や照明ランプ支柱６内を取り回したワイヤーハーネス（図示しない）に
より確保される。さらに、装置本体２の背面や側面には、電源や外部機器との接続を確保
するための各種の連結ソケット等が配設されている。
【００２３】
　上記に説明した資料提示装置１の収納形態では、図２に示すように撮像カメラ支柱４と
照明ランプ支柱６がともに、装置本体２の左側面で傾倒している。撮像カメラ支柱４の直
角屈曲部５４とカメラ支持部５５は、装置本体２の正面の手前側に倒れている。カメラ支
持部５５に取り付けられた撮像カメラ３は、装置本体２の手前側と操作パネル部１３の側
部で形成されるスペース内に位置している。照明ランプ支柱６の直角屈曲部６５に形成さ
れた照明ランプ室６６は、装置本体２の手前側の上面に倒れている。
【００２４】
　上記収納形態から図１のセットアップ形態へ移行させるには、先ず撮像カメラ支柱４が
収納位置でロックされている場合は、ロック機構６８のロックを外す。ロック機構６８は
、操作ダイヤル６９を回動させて作動部材７０を移動させ、これに連動する連動部材によ
りロックピン７２の先端を回動支柱３１のロック孔８０から装置本体２内へ後退させるこ
とにより行う。続いて、撮像カメラ支柱４の回動支柱３１を回動させて起立させる。回動
支柱３１には、支柱カバー３２ｂの側部に突条６４が形成されていて、これに当接して押
される照明ランプ支柱６が連動して回動する。
【００２５】
　回動支柱３１の支柱用回動軸２３は、回動軸支部１２の回動軸中心部２０に嵌挿した一
方向クラッチ２２に嵌挿されている。一方向クラッチ２２は、回動支柱３１を起立させる
方向の回転に対してはフリーとなるように設定されている。従って、撮像カメラ支柱４を
比較的少ない力で起立させることができる。一方向クラッチ２２は、回動支柱３１を傾倒
させる方向の回転に対してはクラッチ機能を発揮する。従って、回動支柱３１を傾倒させ
るときには、一方向クラッチ２２のクラッチ機能により、回動軸中心部２０がブレーキ力
に抗して支柱保持ブラケット１８に対して回転する。このときの摩擦抵抗によるフリース
トップ機能により、撮像カメラ支柱４を任意の回動角度に保持できる。
【００２６】
　上記したように回動支柱２１が回動すると、スライド機構３５が作動してスライド支柱
３３をスライドさせる。スライド機構３５のベルト伝動装置部３６の大径ギヤ３７は、回
動支柱３１を貫通する回動中心軸１９に挿通したギヤ軸支部４０に回転自在に嵌挿されて
いる。回動支柱２１が起立方向に回動すると、大径ギヤ３７及びギヤ軸支時部４０は、回
動支柱２１の回動方向とは逆方向に相対回動する。歯付ベルト３９により回転を伝動され
る小径ギヤ３８は、大径ギヤ３７と同方向に回転する。小径ギヤ３８に固定されたギヤラ
ック部４６のギヤ４７の回転によりラック４８が移動する。ラック４８は、スライダ４９
が連結されたスライド支柱３３の連結部５３に取り付けられているため、該スライド支柱
３３が回動支柱２１の先端開口３１ａから押し出され、自動的に撮像カメラ３が所定の位
置にセットアップする（図４）。
【００２７】
　回動支柱２１を傾倒させる場合は、大径ギヤ３７及びギヤ軸支時部４０は、回動支柱２
１の回動方向とは逆方向に相対回動して、上記と逆の作動によりスライド支柱３３を自動
的に回動支柱２１内に引き込む（図５）。そして、スライド支柱３３をスライド移動させ
るような想定外の力が外部から作用したときには、歯付ベルト３９に過負荷が作用しない
ように、大径ギヤ３７とギヤ軸支部４０が相対回転して、歯付ベルト３９が切断すること
のないように保護している。
【００２８】
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　また、撮像カメラ支柱４が起立すると、照明ランプ支柱６が連動して起立する。このセ
ットアップ位置では、照明ランプ室６６は装置本体２の正面かせ見て撮像カメラ３よりも
後ろ側で少し低い位置に位置するようになっている。図８に示すように照明ランプ室６６
の照明窓６７が、手前側６７ａが奥側６７ｂよりも高くなるように傾斜しているため、ラ
ンプ光が資料載置面１１の中心部を照明することができる。さらに、この資料提示装置１
を使用したプレゼンテーションでは、操作パネル部１３がプレゼンター側に向くから、視
聴者の視覚には照明ランプ室６６の照明窓６７が入らなくなり眩しさを感じることがない
。
【００２９】
回動支柱２１に連動する照明ランプ支柱６は、軸部５６にスペーサ５９、軸カバー６０、
スペーサ６１、波ワッシャ６２を挿通するとともに、波ワッシャ６２が押圧されている。
これにより、照明ランプ支柱６は、回動支柱３１との相対回動に対して所定のブレーキが
作用するフリーストップ機能のため、図７の２点鎖線に示すように、照明ランプ支柱６は
撮像カメラ支柱４の後方の任意の位置に倒すことができる。
【００３０】
　撮像カメラ支柱４及び照明ランプ支柱６を傾倒させた収納位置では、操作ダイヤル６９
を回動操作して、ロックピン７２を回動支柱３１に設けたロック孔８０に係入してロック
する。これにより、搬送時に不意に撮像カメラ支柱４が回動するのを防止できる。
【００３１】
上記に説明したように、実施例に係る資料提示装置１は、共にセットアップ位置に回動さ
せたとき、照明ランプ室６６が資料載置面１１の略真上に位置する撮像カメラ３に対して
、装置本体２の正面から見て後側でかつ撮像カメラ３よりも低い位置となるから、照明ラ
ンプ室６６が使用者の資料載置面１１の資料に対する視覚の邪魔になることがない。また
、装置本体２の正面から見て、照明窓６７の手前側が、後側よりも高い位置となるから、
照明ランプ光が資料載置面１１の中央部を指向するとともに、照明窓６７が視聴者に入ら
ないから眩しさを感じることがなくい。従って、照明ランプ支柱６を一個とし、一個の照
明ランプ室６６を取り付けた場合に、使用上照明ランプ室６６を最適な形態にした資料提
示装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】資料提示装置のセットアップ形態を示した斜視図である。
【図２】資料提示装置の収納形態を示した斜視図である。
【図３】一部を省略した撮像カメラ支柱の分解斜視図である。
【図４】スライド支柱が押し出された状態を示した側面図である。
【図５】スライド支柱が引き込まれた状態を示した側面図である。
【図６】一部を省略した照明ランプ支柱の分解斜視図である。
【図７】資料提示装置のセットアップ形態を示した側面図である。
【図８】セットアップ形態の撮像カメラと照明ランプ室の側面図である。
【図９】ロック機構部の平面図である。
【図１０】操作ダイヤルの斜視図である。
【符号の説明】
【００３３】
１　資料提示装置
２　装置本体
３　撮像カメラ
４　撮像カメラ支柱
５　照明ランプ
６　照明ランプ支柱
１１　資料載置面
１２　回動軸支部
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３１　回動支柱
３３　スライド支柱
６６　照明ランプ室
６７　照明窓

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】
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